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社会福祉法人 共慈会

陽春のみぎり 、ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。
この度は、「共慈会便り」にお目通しいただき、誠にありがとうございます。
私たちは、常に地域の課題に沿ったサービス提供を目指しており、少しでも多く
の幸せを創造していくためにも、私たちのような法人の存在や様々な福祉に関わ
る情報をより多くの方に知っていただく機会が重要と考えました。そのことから、
地域住民の皆様とのコミュニケーションを何よりも大切にしております。
今号も、最新の取り組みや地域情報をお届けすることで、福祉の可能性が広がり、
誰かの幸せにつながることを信じ、スタッフ皆でアイデアを出し合い試行錯誤し
ながら編集させていただきました。

今号よりトップページのメッセージを変更させていただきました。
私たちは、法人の目指す「共生」において、地域にいる一人ひとりの
ほんの少しの共生意識と、そこから生まれるほんの少しの行動で地域が
より良い明日へと向かえると信じております。
今後も地域社会に貢献できるよう、職員一同、更なる努力をしてまい
りますので、引き続き皆様のご支援とご協力を賜りますようよろしく
お願いいたします。

理事長あいさつ

理事長 諸岡 朋子

共にいきるために

自分にできること
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株式会社TRANS-I（トランスアイ）は、瑞江にある
TRANS-Kのグループ会社で、解体、内装事業を中心にグ
ループとしてフードパントリーや子ども食堂（みずえ食
堂）、介護事業（デイサービスふくろう）、福祉事業を
行っています。
トランスアイ代表の野村さんは、20年以上と長く医療・福
祉業界に携わり、その過程で多くの方々やその家族との出
会いと別れを経験してきました。また、その過程で自身の
親類との別れ、新たな家族との出会いの中で、ふと、現代
のライフスタイルや価値観が、自身が育ってきた環境とあ
まりに違うことに気付き、愕然とし、このままでは、日本
人が本当に大切にしてきた文化が断絶してしまうのではな
いかという危機感を覚えたそうです。

そして、今の時代に合った「想いの
継承」のカタチが必要と考え、イン
ターネット上に写真や動画、軌跡、
メッセージ、その他様々な情報を無
制限かつ半永久的に保存できるサー
ビスを提供しており、お祝い、冠婚
葬祭からメモリアル、デジタル整理
等、様々な場面で活用されています。

デジタルメモリアル

しろひげ・べーす/よりみち屋

小野寺 慧さん

しろひげ・べーす
瑞江２丁目４−３ プラ
ウド瑞江 １０２
TEL:03-6638-7564

江戸川区を拠点にする医療法人社団 しろひげファミリーが手掛ける「しろ
ひげ・べーす」は、ひきこもりの状態にある方、その家族が抱えるひきこもり
期間の長期化、求める就労環境、相談環境、という課題に対し、共に寄り添い、
考えながら支援を行っていく場所として、江戸川区からも認定を受け、駄菓子
屋「よりみち屋」を併設しながら精力的に支援活動に取り組んでいます。

今回は、そこで働く小野寺 慧さんにスポットを当ててみました。
小野寺さんは、ご自身もひきこもりであった時期にしろひげファミリーの支援
により社会復帰ができたそうです。２０２１年１２月、山中理事長の提案から、
診療所で少しずつ働く機会を増やしていき、現在では、正社員としての傍ら週
に１回、昼頃からしろひげ・べーすでの活動に尽力されています。

ひきこもりは、時間でしか解決できないし、タイミングや関わる人も大事。
小野寺さんは、相談に来られる方や立ち寄ってくれる方々の話を聞く事、そし
て、自身がひきこもりであった経験や体験談を織り交ぜながら話をする事で、
一人でも多くの方のひきこもりを終わらせるきっかけになりその方々の幸せに
つながってくれたら、と話す。
今後については、今がとても楽しくやりがいも感じていて、まずは、親に心配
をかけない人になりたいと話す小野寺さん。

社会問題ともなっている「ひきこもり」ですが、一歩を踏み出す勇気、背中
を押してくれる誰か、それを支えてくれる誰か、それを可能とする時間、そう
いった社会環境が少しづつ整い始めて来たのではないでしょうか。

西一之江1-7-10花由館1階B

TEL:03-5661-1135

TRANS-I

大切な想いや出来事、軌跡と
いった情報を丁寧に収集し、

デジタル化して個別のメモ
リーサイトを作成します。
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・ヒアリング（調査）
・エピソード（軌跡）
文字起こし

・各種アナログ情報

大切な想い出を色褪
せることなく半永久
的に保存

デモサイト
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相談支援虹の会 虹の会ケアプラン

共慈会からのお願い

こちらのコーナーでは、毎号、四季折々を感じる俳句を載せていきたいと考え
ており、皆様からの俳句を募集します。
【テーマ】 夏
【応募方法】手紙、はがき、ファックス、メール、直接持参いずれかの方法

お一人様３句まで受け付けます。
【お願い】・応募作品は本人が創作したものに限ります。

・作品は返却いたしません。
・作品には掲載可能な氏名もしくはペンネームをご記入ください。
・選考については、法人内及びその他の外部委員と協議し判断させ
ていただきます。

【応募期間】2023年5月１日～5月31日
【問い合わせ先】
〒134-0085
江戸川区南葛西７－２－３ なぎさニュータウン3号棟1階
社会福祉法人 共慈会 担当：田嶋・折田
電話:03-3686-4477 FAX :03-3686-4604 ﾒｰﾙ：kyojikai.info@gmail.com

相談業務とは、介護・障害の各種
サービスを適切に利用できるため
の支援を行うことです。

私たちは、制度サービスだけではな
く、行政・地域サービスにもしっかり
と目を向けるようにしています。
相談業務に必要なことは、その方の環
境や人となりを鑑みながら、様々な角
度で情報を収集・整理し、課題を見極
め、関係各所と連携して多様なニーズ
に応えていく対応力と応用力だと考え
ています。
これからも、困ったときの窓口となっ
て、「つなぐ」を意識し地域福祉の一
翼を担っていきたいと思いますので、
いつでもお気軽にご相談ください。

介護保険
サービス

障害福祉
サービス

相談支援専門員介護支援専門員

プラン作成

介 護 障 害

サービス調整

虹の会ケアプラン 相談支援虹の会

相談業務って
何？



職員大募集‼
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見守りキーホルダー
前号でもご案内させていただきましたなぎさニュータ
ウン管理棟小ホールにて14:00～16:00で見守りキーホ
ルダーの配布イベントが開催されました。
「なぎさ助け合いの会」の方々のご協力もあり、下記
件数の見守りキーホルダーの配布を行う事が出来まし
た。
・更新件数・・・64件
・新規件数・・・29件
・防犯対策電話録音機・・・10台

ひなぼこ楽団訪問発表会
2023年2月23日、虹の会デイサービスに、ひなぼこ楽団
の皆さんが来訪し、かわいい歌やダンスを披露してくれ
ました。
ご利用者の皆様もご存じの歌で、手話歌やハンドベルを
使った楽器演奏を一緒に行い、皆様、小さい子供たちと
の触れ合いで活力が漲るのか、いつも以上に素敵な笑顔
が見られ楽しい時間を過ごされていました。

◎ひなぼこ楽団～今後の活動予定～
【令和5年5月14日(日)】
清新町・臨海町ふれあいまつりにて発表会

【令和5年5月21日(日)】
南江戸川ふるさとまつりにて発表会

【寄附のお願い】
普段より、当法人の理念や活

動に共感しご支援いただきあり
がとうございます。
誠に恐縮ではございますが、今
後とも、当法人の活動を応援し
てくださる方は、寄附という形
でご支援いただければ大変助か
ります。
皆様からのご支援が、活動や
サービスの拡大と充実につなが
ります。
何卒、ご理解とご協力の程をお
願い申し上げます。

ともに地域を支えてみませ
んか？

運転だけでも
無資格でも
隙間時間でも

想いが
あれば
大丈夫‼

先輩職員が丁寧に
サポートします。
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